
司司

〆

テ
ン

J
Z
ノ
ミ
ヤ
天
呑
ノ
宮

以
来
初
字
出
様

に
在
る
小
嗣
。
能
奇
誌
に
、
『
天
呑
の
宮
と
て
、
雨
の

町
家
の
後
に
宕
山
有
て
祉
あ
り
。
元
は
三
宅
小
三
郎

の
織
内
に
在
均
し
を
、
此
磁

へ
捗
L
怒
り
て
今
も
奇

別
多
L
。
三
且
三
日
祭
穂
な
り
。
』
と
認
す
る
。

テ
ン
ビ
ヨ
ウ
ジ
天
平
寺

臨
位
阿
部
金
丸
に
あ
っ

た
制
斡
常
で
、
仰
閉
山
と
放
し
た
。
天
正
中
焼
亡
し

た
と
い
ふ
。

し
た
。
テ
ン
ト
歩
ジ
天
徳
寺

岡
京
都
字
削
律
に
在
っ

て
、
持
土
宗
に
回
す
る
。

山
鋭
は
光
明
山
。
天
文
元

年
得
務
笈
西
の
制
怒
と
い
ふ
。

テ
ン
ト
ヲ
ジ
天
徳
寺

珠
洲
郡
魅
坂
に
機
跡
が

あ
る
。
能
号
誌
に
、『
越
坂
の
散
村
吹
上
と
一
古
街
に
、

昔
一
大
徳
寺
と
い
ふ
大
寺
あ
っ

て
、
今
も
六
千
紡
・
純

泉
・閉
山
塚
・天
徳
寺
な
ど
h
h

て
地
名
あ
り
。
』
と
把
ず

る
。テ
ン
ノ

テ
ン

天
野

能
楽
部
金
平
の
内
の
小
字
。

テ
ン
ノ
ウ
ザ
ン
シ
ヤ
天
皇
山
一
問
視
咋
部
竹
生

慨
に
銀
座
L
、
今
榊
明
批
と
仰
臥
す
る
。
村
wm
の
前
方

従
来
脇
に
在
っ
て
、
問
の
上
の
平
地
方
九
米
。
枇
前

の
大
盤
石
は
石
綿
の
m刷
出
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
里

人
は
塙
仁
天
日
日
の
目下
女
竹
生
蝋
の
御
議
と
す
る
が
、

そ
れ
は
地
併
に
阻
ん
だ
州
開
設
に
溢
ぎ
ぬ
。

テ
ン
ノ
ウ
ジ
天
王
寺

能
業
制
金
平
に
寺
愚
政

が
あ
り
、
天
王
寺
の
跡
で
あ
る
と
賢
永
誌
に
記
L
、又

一
名
海
林
坊
と
い
う
た
と
能
援
部
名
制
誌
に
あ
る
。

テ
ン
ノ
ウ
ジ
天
王
寺

闘
軍
部
総
成
谷
内
に
在

っ
て
、
提
言
宗
に
閲
す
る
。

テ
ン
ノ
ウ
ハ
マ
天
王
涜

天
王
部
と
い
ふ
。

テ
ン

J
Z
ジ
ヨ
ウ

附
山
域。

ウ

天
呑
械

ー
サ
キ
ヤ

マ
ジ
ヨ

臥
奈
川
相
抑
故
の仙相
官

五
七

テ
ン
ピ
ヨ
ウ
ジ
天
平
寺

こ
U
削

4Ml加
賀
・能

一
敵
す
る
能
は
ず
し
て
、
定
前
は
職
死
し
た
る
の
み
な

一
般
若
院
・
白
話
坊
・成
山
棋
院
の
三
訟
併
を
初
め
.
同
心

B
W

二
附
中
、
後
間
例
敬
界
に
於
い
て
も
俗

m坪
に
於

一
ら
ず
、

さ

L
A社
大
で
あ
っ
た
伽
院
は
、
兵
療
に
舷

一
の
衆
徒
講
堂
の
前
に
て
役
v

妹
、
首
共
世
芝
♂
貯
と
一
古

い
て
も
、白
山
寺
に
斑
ぐ
一

大
勢
力
と
な
つ
も
の
は
、
↑
っ
て
悉
〈
km
帥
闘
に
開
削
し
た
。
石
励
山
附
来
に

『
丸
十

一
ふ
に
て
円
副
首
あ
り
。
夫
よ
り
授
徹
し
て
、
取
糾
問
せ
ざ

田
県
言
の
大
伽
慌
で
あ
る
臨
内
阿
部
の
石
助
山
天
平
寺
で

一
六
代
光
州
剛
院
御
字
、建
武
二
乙
亥
年
兵
焚
干
支
裂
来
、
一
司
令
坊
今
の
五
十
八
ヶ
初
は
共
也
被
ν
何
?
也
た
り
。
此

あ
っ
た
が
、
そ
の
草
創
に
就
い
て
は
一

4
縦
訓
れ
な
文

一
銭
z
兵
火
-
寺
院
同
級
。
』
と
叙
す
る
も
の
、
印
ち
是
で

一
試
十
八
坊
も
山
一

思
東
策
篠
山
と
い
ふ
に
様
裂
を
移

献
が
な
い
。
笛
併
に
従
へ
ば
、
此
の
地
は
古
へ
法
道

一
あ
り
、
太
平
記
は
こ
の
時
そ
十
二
月
十
二
日
に
在
。

一
L
器

b
L
所
に
あ
り

L
者
ど
も
と
去
へ

b
o
利
主
二

仙
人
の
住
ん
だ
闘
で
、
天
智
英
仏
以
降
泉
川
稲
川
孟
の

一
と
し

τゐ
る

O
L
か
L-石
動
山
栄
従
の
渡
し
た
使
者

一
人
今
に
あ
り
。
大
森
氏
は
山
に
在
住
、
清
水
氏
は
今

祈
願
即
で
あ
っ
た
o
元
距
天
引
養
老
巾、

智
徳
上
人

一
が
、
京
刷
に
者
L
て
純
吟
告
げ
た
の
も
十
一

一日
商
刻
一
上
村
に
あ
り
o
大
宮
坊
の
ね
司
は
束
林
院
と
一
ぞ
かが

が
勅
を
奉
じ
て
此
の
山
に
在
り
、
次
い
で
学
説
天
宅

一
と
す
る
が
放
に
、
参
考
太
平
常
に
之
宥
疑
う
て
、『
十

一
衆
惰
也
。
世

々
勅
願
所
と
し
て
、
毎
歳
一二
度
の
御
撫

天
平
勝間
以に
}甲山
中
っ
て
常
培
愁
〈
H
H
仰
し
、
是
よ
り
天

一
二
且
十
二
日
能
且判定
ν
使
告
ν
岨問
。
耐
今一
苫
=
十
二
日

一
物
を
強
制
よ
り
御
納
め
あ
り
。
阿
古
・
庁一
・
九
且
の

呼
寺
と
名
づ
け
ら
れ
、

一
千
年
来
繁
昌
の
海
域
と
な

一
能
殻
合
戦
之
事
。
自
-一能
畿
二
デ
京
非
二

日
間
山丸
山
一
御
祈
踏
の

札
上
る
也
。
胎
腿
七
ヶ
凶
の

大
枇
、
御
朱

っ
た
と
い
」
。
拾
芥
抄
に
、
『
石
助
等
在
=能
殺
凶
4

一
軒
叫
税
十
子知
川
平
。
』
と
し
て
、
十
二
月
二
日
の
合
戦

一
印
を
以
保
政
=
一度
の
怨
品川
米
と
て
削
泌
あ
り
。
枇
筒

附
窓
説
。
智
徳
上
人
光
仁
第
四
草
制
。
』
と
あ
る
も
、

一
で
あ
ら
う
と
し
て
ゐ
る
。

一
一白
沢
十
石
、
本
制
御
修
純
あ
り
。

今
又
繁
昌
し
て
詩

結
之
に
似
て
ゐ
る
。
承
際
三
年
前
川
利
市
、
林
道
春

一
3
3
天
正
以
後
の
授
微

l
天
正
九
年
七
月
引
一
一
一
日
織

一
川
豆
諸
坊
結
悦
也
。
毎
年
三
月
什
四
日

・
六
月
四
日
は

に
命
じ
て
、
新
た
に
石
励
山
天
平
寺
紋
起
吟
芯
せ
し

一

m併
H
N
は
、
円
山
山
山
削
の
間
山
領
仰
向
宇
都
内
に
あ
る
上

一
縦
割
の
祭
給
に
て
、於
s
併
殺
-
大
般
若
約
締
羽
あ
り。

め
た
が
、
そ
れ
に
は
滋
担
問
附
山
の
船
十
一お
い
て
ゐ
ろ
。

一
杉
謙
信
任
入
以
後
の
天
平
寺
新
制
術
特
例
っ
て
、
之

一
人
形
京
物
山
等
あ
り
て
肢
は
L
L
O
此
日
諸
人
多
〈

次
い
で
和
泌
=
一
才
附
舎
に
は
、『
石
動
寺
在
=能
菅川柑
ω

一
そ
辿
閉
山
に
典
へ
た
。

十
年
六
H
Z
A
M
T
寺
の
栄
従
が
泊

一
官
山
す
る
也
。
誠
に
大
地
と
-
Z

ひ
娘
山
也
。
凄
は
明

国
民
言
。
光
仁
天
品
第
四
弘
子
智
徳
上
人
草
加
。
』
と
あ

一
升
封
隊
等
と
共
に
兵
青
島
-げ
る
や
、
前
旧
利
家
は
火

一
時
〈
一
政
胞
の
談
〉
年
中
に
林
縦
山
子
の
釘
か
れ
し
縁
起

っ
て
、
拾
芥
抄
青
崎
聞
出
し
て
ゐ
る
。
是
懇
の
務
協
・
一
ψ
伽
献
に
政
っ
て
之
守
防
…れ
、
職
後
そ
の
紳
越
五
世

一
に
あ
り
。
本
道
此
-
一，
宮
よ
り
殺
る
也
。
一
毘
牢
の

法
逝
仙
人
・
叩
旧
知
如
上
人
の
こ
と
、

一
と
し
て
取
る
に

一
柳
到
柁
伊
影
山
に
紗

L
、
文
怒
〈
制
釦
そ
波
枚

L
、

一
泊
幌
、
芝
山
・川開
谷
・凶
，谷
・阿
揃
陀
ャ
制

-m限
設
庁
刊

足
る
べ
き
は
な
い
o
mm
し
石
動
山
な
ろ
伊
目別
抗
岐
比

一
そ
の
内
似
品
虫

am内
に
在
ろ
も
の
は
、
長
辿
加
の印
刷
一
と
て
、
難
所
の
古
畑
山
拐
あ
り
。
袋
滋
七
回
国
の
城
山
の

古
制
批
は
、
延
叩
品
開
式
即
時
帆
の
一
泊
駐
で
あ
る
か
ら
、
仰

一
に
よ
っ
て
新
知
と
し
て
之
脅
奥
へ
た
o
後
十

一
年
十

一
脇
よ
り
殺
り
、
多
川
帆
越
と
て
防
ロ
よ
り
三
里
あ
り
。

従
が
之
を
利
用
し
た
こ
と
は
白
山
の
場
合
と
同
一
で

一
月
夜
刻
町
天
却
は
、
努
吉
を
し
て
天
平
寺
の
伽
院
を

一
文
多
恨
村
と
て
、
.R動
山
の
寺
領
百
姓
あ
り
o
此
村

あ
ら
う
が
、
何
れ
の
附
に
何
人
の
開
削
し
た
か
は
今

一
一抑制山
せ
し
む
べ
き
給
四
日
J

そ
部
住
民
郷
に
奥
へ
ら
れ
た
一
に
石
励
山
へ
勅
使
の
宿
せ

L
者
の
筋
と
て
、
百
姓
に

之
キ
一
知
O
得
べ
〈
も
な
い
o
l
イ
ス
ル
ギ
ヒ
コ
ジ
ン

一
か
ら
、利
家
は百円
び
利
保
脅
石
動
山
に
泣
御
せ
し
め
、
一
四
位
と
云
」
者
あ
り
o
石
動
山
よ
り
越
巾
氷
見

へ
も

ジ
ヤ
伊
須
流
岐
比
古
榊
祉
。

一
百
沢
十
石
を
前
逃
し
た
。
能
昌明
各
跡
芯
に
い
ふ
。
『
笛

一
一
一
一
同
車
あ
り
。
石
励
山

一
山
は
松
木
一
本
も
な
し
。
是

C
C
態
武
の
同
級
|
匙
武
ご
年
十
且
足
利
貧
民
の
鎌

一
山
側
闘
の
取
は
、
様
絞
大
師
天
平
の
比
、
上
は
公
卿
一
は
此
山
の
山
跡
、
銀
山
和
仰
に
松
木
を
率
ら
せ
し
と

金
に
掛
っ

て
寂
す
る
や
、
諸
同
之
に
臨
ず
る
者
が
多

一
下
は
際
民
死
す
る
み
日
多
L
o
勅
命
有
り
て
大
師
加
持
一
て
、
永
光
寺
に
は
必
多
く
あ
り
。
』
と。

か
っ
た
。
越
中
の
守
閉
山
由
門
政
人
利
消
亦
迩
か
に
之

一
L
給
ふ
に

uh駿
あ
ら
た
也
。
さ
て
大
剛
仙
制
定
を
受
け

一
(凶
U

寺

m
l寺
幼
の
敵
は
、
戦
闘
以
前
三
回
除
問

h

に
活
じ
、
十

一
月
そ
の
敬
都
世
得
て
、
側
司
巾
院
巾

一
て
副
社
側
間
建
立
あ
り
。
安
に
天
平
寺
も
建
立
有
hJ

一
言
は
れ
た
が
、
滞
政
以
後
七
十
二
初
と
な
り
、
そ
の

将
定
前
に
抗
し
た
か
ら
、
定
病
は
之
と
戦
う
た
が
建

一
て
石
動
山
と
M

献
す
。
次
第
に
緊
策
し
て
初
政
も
三
百
一
中
の
十
四
妨
は
更
に
磁
波
し
て
寺
蹴
の
み
そ
存
し
、

に
限
れ
、
能
殺
の
天
平
寺
に
入
っ
て
仙
川
兵
の
按
そ
受

一
六」
1
閉
妨
あ
り

L
磁
、
巾
路
衆
従
越
後
の


